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お買い上げいただきありがとラございまず。 
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么警告安をのために 


ソニー 製品は安全に十分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はまちがった使いちをすると、火災や感電な 
どにより人身事故につながることがあり危険です。事故を 
防ぐために次のことを必ずお守りください。 


安をのためのを意事 I 頁を巧る 


6〜10ページのを意事項をよくお読みください。製品全般 
のま意事項が記載されています。 


巧障した6ほわない 


すぐに修理窓 □ 、または販売店にご連絡ください。 


異常び起定た6 


-煙が出た5 
. 異常な音、においびし 
た6 

-内部に水、異物が入つ 
た5 

-製品を落としたり、 
キャビネットを破損し 
たとを 

• 内蔵バッテリーや電池 
か5液が漏れた6 




電源コードや AC ア 
弓つ勺一、 USB ケー 
ブルを巧く 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品で 
は、なのよ3な表おをして 
います。表おの内容をよく 
理解してから本文をお読み 
<ださい。 


齡警告 1 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、火災-感電などに 
より死じや大けびなどの人 
身事故につなびることびあ 
ります。 


齡注意 1 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけびをしたり周辺 
の物品に損善をちえたりす 
ることびあります。 


ミち意を促ず記号 

A A A 

を意 义災 感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 

巧触禁止めれ手禁止 


行為を指示ずる記号 

〇 € 

指示 コラグをコン 

セントから抜く 
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A 胃旬 下記のを意事頂を守らないと义災 • 感電などに 
^ A より 死亡 や大 けび の原因となります。 


AC アダプターや電源コードを傷つけない 

AC アダプターや電源コードを傷つけると、火災や感電 
の原因となることがあります。 

• 本機と机や壁などの間にはさみこんだりしない。 
•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

•重いをのをのせたり、引っ張ったりしない。 
•熱器具に近づけたり、加熱したりしない。 

万一、電源コードが傷んだ6、修理窓口、または販売店 
に交換をご依頼ください。 


0 


油煙、湯気、湿気、ほこりのをい場所には置かない 

上記のよラな場所に置くと、火災や感電の原因となるこ 
とがあります。取扱説明書に記されている使用条件!;(外 
の環境でのご使用は、火災や感電の原因となることがあ 
ります。 


0 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火ぶや感電の原因となります。万一、 
水や異物び入ったとさは、すぐに電源を切り、 AC アダ 
プターや接続ケーブルを抜いて、修理窓□、または販売 
店にご巧頼ください。 


0 



内部を開けない 

開けたり改造したりすると、レーヴー光線による視力障 
書や、火災、感電の原因となることがあります。内部の 
点検、修理は修理窓口、または販売店にご依頼<ださ 

分解禁止 
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A 警化 

/又、目口 I 下記のま意事頂を守らないと义災 • 感電などに 
成 A より 死亡 や大 けび の原因となります。 


AC アダプターのプラグについたホコリなどは定期的に取りのぞく 

プラグにほこりなどがたまると、湿気などで絶縁不足と 
なり、火災の原因となります。 

指示 



付属の電源 コー ドや AC アダプターむがは使用しない 

火災や感電の原因となります。 

AC アダプター本体の形状や電源端子の形状が同じをの 
をありますので、ごを意ください。 


0 


雷び鳴りだした日、 AC アダプターの電源プラグに@6れない 


感電の原因となります。 


接触禁止 



たこ足配線をしない 

配線器具をたこ足配線して定格をこえた電流が流れる 
と、火災などの原因となります。 


0 


AC アダプターのプラグは根元までコンセントにさしこむ 

しっかり根元までさしこまないと、义がや感電の原因と 
なります。 


〇 

指 W 


"メモリースティック"挿入□に異物を入れない 

発煙-乂災の原因となることがあります。 


0 
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A 警告]逸^ 

- ■ 义災 


下記のま意事項を守5ないとジ i 巧!などにより 
死亡や大けびの原因となりまず。 


運お、歩行中の使用について 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなが6ヘッドホン 
やイヤホンなどを使用したり、細かい操作をしたり、 
表示画面を見ないでください。交通事故の原因になり 
ます。 

• 車の中でお聞きになるときは、運転の妨げにならない 
安全な場所にしっかりと固定してください。 

• 歩さなが6使用するとさち、事故を防ぐため、周囲の 
交通や路面状況に充分にごま意<ださい。 





A ぐ ±± | 下記のま意事項を守 5 ない と I す方 S をしたり周辺の 
刀\/王后、物品に損害を与えたりずることがありまず。 


めれた手で AC アダプターをさわ5ない 

城れた手で AC アダプターの抜き差しをすると、感電の 
原因となることがあります。 



通電中の本体や AC アダプターに長時間ふれない 

長時間皮膚がふれたままになっていると、低温やけどの 
原因となることがあります。 


0 


本体や AC アダプターをなやな団などでおおった状態で使用しない 


熱がこちってケースが変形したり、火災の原因となるこ 
とがあります。 



移動させるときは、電源コードや AC アダプターを抜く 

接続したまま移動させると、ケーブルが傷つさ、火災や 
感電の原因となったり、接続している機器が落ちたり、 

倒れたりしてけがの原因となります。 

また、本機を落とさないよラにごま意ください。 


A 

ミ主意 
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A な ± 1 下記のま意事項を守日ないとけがをしたり周辺の 
'王'百、 I 物品こ損害を与えたりすることがあります。 


長時間使用しないとさは電源コードや AC アダプターのプラグを巧< 

長時間使用しないときは、ま全のため AC アダプターの 
プラグをコンセントか6抜いて<ださい。 


つラグをコン 
セントから巧く 



直射日光のあたる場所や熱機具の近くに設置-保管しない 


内部の温度び上びり、义巧や故障の原因となることびあ 
ります。 


0 


大音量で長時間つづけて聞さずぎない 

• 耳を刺激するよラな大きな音で長時間聞くと、聴力に 
悪い影響を与えることがあります。とくにヘッドホン 
で聞くときにご注意ください。 

• へッドホンの音量を上げすざると音が外にをれます。 
まわりの人に迷惑にならないよラに気をつけてくださ 
し、。 



はじめか5ボリュームを上ばずぎない 

突然大きな音が出て、耳をいためることがあります。ボ 
U ュームは徐々に上げましよう。とくに、 MD 、 CD や 
DAT など、雑音のかないデジタル機器をへッドホンで聞 
くときにはごま意ください。 


0 
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レーザー安全基準について 

この装置は、レーヴーに関する安全基準 （ IEC 6082日- 1) クラス1適合の CD - RW / DVD - ROM ドライ 
ブです。 

電液障喜自主規制について 

この装置は、情報処埋装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置がラジオやテレビジョ 
ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引を起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

• Power - Burn 、 および Poiuer-Bum. はソニー株式会社の商標です。 

• "メモ U - スティック—およびまソニー株式会社の商標です。 

• Microsoft 、 MS 、 MS - DOS および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登録商標です。 

• Macintosh、Mac OS は、米国 Apple Computer Inc . の米国およびその他の国における登録商標 
です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは 
商標です。なお、本文中では™、衙 マークは 明記していません。 

本機をお使いになる前に、必ずお買い上げのコンピューターに添付のソフトウエア使用許諾契約書を 
お読みください。 


□ 弊社による製品保記は、同栖付属品（ソフトウェア含む）を使用し、指定または推奨するシステム環境 
を満足し、かつ取扱説明書に従う正常なご使用の場合において、 CD - RW / DVD - ROM ドライブ本体に 
限り有効です。また、ユーヴーサポートなどの弊社サービスについても、製品保罰と同等の使巧条件 
に限り対応致します。 

□ 本製品のご使巧による、コンピューター本体や他の機器の不具合、特定の A — ドウ王ア•ソフトウェ 
ア-周辺機器に対する適性、またインストールされたソフトウ X ア相互の適正などに起因する動作障 
害、データやディスクの損失、あるいは他の傾発的または必然的な損害に対しては、弊社では一切の 
責任を負いかねますのでご了承ください。 

□ 本製品は、日本国内向け販売製品です。イ呆話およびユーヴーサポートは曰本国内においてのみ有効で 
す。 

□ 権利看の許諾を得ることなく、本機に付属のソフトウてアおよび取扳説明書の内容の全部または一部 
を複製すること、およびソフトウェアを賃貸することは、善作権法上禁止されております。 

□ 本機や付属のソフトウェアを使巧したことによってをじた金銭上の損害、逸失利益、および第王着か 
らのいかなる請求等につをましてち、当社は、一切その責任を負いかねます。 

□ 本機に付属のソフトウェアは、本機！;(がには使用できません。 

□ 本機に付属のソフトウェアの仕様は、改良のため予告なく変更することびあります。 


著作権にご注意ください 

CD - R / CD - RW ディスクや"メモ U - スティック’にデータを書き込む前に、その行為が著作権 
法に違反していないかを確認してください。多くのソフトウェアは、その所有ちに対してバック 
アップや保管のためのコピーび許可されています。詳細については、コピー元のソフトウェアの使 
用許諾書などでご確認ください。 
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はじめに 


こんなことがでをます 

本機は、 CD-RW/DVD-ROM ドライブとしてだけでなく、 CD プレーヤー、"メモ U— ス 
テイック" U —ダー/ライターとしても使えるを機能なドライブです。 



リ MP3 ファイル、 WAV ファイルについ口ま、「本機で演奏できるもの」 （35 ぺージ）をご覧くださし、。 
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いろいろな電源で使う 


クレードルをコンセントにつないで 





DVD を見る 

本機をコン ピュー ターにつないで DVD ビ 
デオび楽しめます（付属のソフトウェア 
を使用します）。 


DVD を見る （"■■►27 ぺージ） 


"メモリースティック"を使う 

"メモ u — スティック"ス□ットが搭載 
されています。 


"メモリースティック"を使5 
(… *20 ぺージ） 


便利なパワーマネジメント機能 

ご使用の状況に応じて、自動的に電源び 
オン/オフしたり、充電されます。 


電源について（"♦37ぺージ） 


はじめに 
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必要なシステム構が 

本機は、次の仕様のコンピューターで使用できます。 

Windows PC 

□ CPU : Pentium II 400 MHz 政上 
n RAM : 64 M バイト政上 

n 八ードディスク空き容量：1 G バイト1^(上 

nos ： 

• Windows 98 Second Edition (Windows 98 SE ) 

• Windows 200日 Professional (Service Pack 3 政降 ） （Windows 2000) 

• Windows Millennium Edition (Windows Me ) 

• Windows XP Home Edition および Windows XP Professional 
(Windows XP ) 

n us 目コネクターがあること 1) 

n Windows 98 SE で使用する場をは、 CD - ROM ドライブ、またはインターネットに接 
続できる環境があること（ドライバーソフトウェアのインス!-ールに使用します。） 

Macintosh 

□ PowerMac G 3、 G 4、 G 4 Cube 、 iMac 、 eMac 、 iBook、PowerBook G 3、 G 4 
nos ： Mac OS 9 、 X ( Ver .10.1) 

9.2.2、 10.1 .5 推奨 
n RAM : 64 M バイト政上 
n US 目コネクターがあること 1) 

" 本機は USB1.1 よりもデータ転送が高速な USB2.0 規格の Hi-Speed US 臣に対応しています。 
USB1.1 機器に接続してご使用の場合、 DVD ビデオの再生時などに問題が生じることがあります。 
詳しくは、 「DVD を見る」に7ページ）をご覧ください。 


ごま意 


上記は、 CD-R や CD-RW ディスクへの基本的な書き込み動作を想定した目まです。実際に本機を 
CD-RW/DVD-ROM ドライブとして使用するには、ご使用になるソフトウエアで指定された条件も満 
たす必要があります。詳しくは、ソフトウェアの電モマニュアル（ソフトウェアディスク内）をご覧く 
ださい。 
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各部の名觀とはた 6 を 


丘] トップカバー 
回 電源端モ 

付属の AC アダプターを接続します。 

付属の AC アダプターし以外は、絶対に使用 
しないでください。火災や感電、故障の原 
因となります。 

固 USB コネクター 

付属の USB ケーブルを接続します。 

团 n/REMOTE ジャック 

付属の U モコンを接続します。 

固マニュアルイジ王クトレバー（本体底面） 

本機の電源が入っていないとさは、こ 
のレノ '^一を矢印のち向に巧してトップ 
カノ く一を開くことがでさます。 


固 LOCK スイッチ 

矢印の方向にスライドすると、本体の 
EJECT ボタンと SOUND ボタンが効か 
なくなります。本機をかばんに入れて 
使ラときなどに、誤ってボタンが押さ 
れてしまラのを防ぐために使います。 

因 SOUND ボタン 

本機で音楽を聞< とさ、曲調に合わせ 
て音色を切り換えることがでさます。 
詳しくは r 音色を変える （ SOUND 機 
自目)」 （49 ページ）をご覧ください。 



本が 







も面 



田 CHARGE/BUSY インジケーター 

本機の状態によって次のよラに点灯し 
ます。 

• コンピューターに接続している場含 

電源が入っているとさ . 緑色 

ディスクにアクセスしているとさ 

. 桓 e 

• コンピューターに接続していない場合 

充電中 . 赤色 


ごミ主意 


本機には電源ボタンびあ D ません。電源の才 
ン/オフおよび充電は、本機の状態に応じて 
自動的に行われます。詳しくは「電源につい 
て」 （37 ページ）をご覧ください。 

回 EJECT ボタン 

トップカバーを開くときに押します。 


重要 


動作中に誤ってトップカバーび開くことを 
防ぐため、本機は電動イジェクト機構に 
なっています。このため、電源び入ってい 
ないとさはトップカバーが開さません。ま 
た、ご使用のソフトウェアの状況によって 


はトップカバーが開くまで1秒政上かかる 
ことびあります。詳しくは「ディスクを取 
り出す」 （25 ページ）をご覧ください。 

图クレードル用コネクター(底面） 

クレードルと接続します。接続部を保護 
するためのシャッターが付いています。 

团 "メモリースティック" BUSY インジ 
ケーター 

モ U —スティック"内の データに 
アクセス中に、信色に点灯します。 


ごま意 


上記のインジケーターの点灯中は、><モ 
U —スティック"を取り出さないでくだ 
さい。 

固"メモ U - スティック"スロット 

"メモ U - スティック"を挿入します。 
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クレー ドル 



本機を取り外すとさ巧します。 

回電源端モ 

付属の AC アダプターを接続します。 


付属の AC アダプター政がは、絶対に使用し 
ないでください。火災や感電、故障の原因と 
なじまず。 


面 


コンピューターの US 目コネクターに 
接続します。 

团ストッパー 

本体を取り付けていないとさは、反対 
側に倒してお < ことがでさます。 


底面 



の電池ヶース 

ふたを開けて、電池を入れます。詳し 
くは、「クレードルに電池を入れる」 
(38 ページ）をご覧ください。 


はじめに 
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準備する 


本体をコンセントにつないで (£5 場合 

つなぐ 


ご ミ 主意 


本機を初めてコンピューターに接続するとさは、必ず付属の「クイックスタートガイド」をご覧ください。 


本機をコンセントとコンピューターに接続します。 



上図のように接続すると本機の電源が入り、 CHARGE / BUSY インジケーターが緑色に点 
灯します。 

これで、本機をコンピューターで使用する準備ができました。 

内蔵バッテリーで使うには 

本機にはバッテ U —が内蔵されていますので、コンセントに接続しないで使ラことをでき 
ます。この場をは、バッテ U —を充電する必要があります。詳しくは、「充電する」に2 
ページ）をご覧ください。 
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クレードルを使5場合 

本機をコンピューターから取り外して外に持ち出すことが多い場合は、クレードルを使ラ 
と便利です。クレードルを使って接続すれば、本機を持ち出したり、再びコンピューター 
と使ラとさにケーブルの抜さ差しをする必要がありません。 



D フェライトクランプを付ける 

クレードルの US 目ケーブルの両端に、付属のフェライトクランプを取り付けます。 


ごミち意 


フェライトクランプによってケーブルから発生するノイズが低減し、 VCCI 規格に適合します。 
正しく取り付けてください。 



準備ずる 






且クレードルをつなぐ 


クレードルをコンセントとコンピューターに接続します。 



コンセントへ 


クレードルに電池を入れて使うには 

クレードルに充電式電池を入れて、コンセントに接続しないで使ラことちできます。詳し 
くは、「電源について」巧7ぺージ）をご覧ください。 
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回クレードルに取り付ける 


ごミ主意 


本機を初めてコンピューターに接続するときは、必ず付属の「クイックスタートガイド」をご覧 
<ださい。 


本機をクレードルに取り付けます。 



クレードルに取り付けると本機の電源が入り、 CHARGE / 目 USY インジケーターが緑 
色に点灯します。 

これで、本機をコンピューターで使用する準備ができました。 

クレードルか6巧りかずには 

クレードルの UU —スボタンを巧して取り外します。 



準備ずる 
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内蔵パッテリーで使う場合 

巧電する 

本機は、コンセントに接続しているあいだ自動的に充電されます。お買い上げ後すぐや、 
長期間ご使用にならなかった場合は充電を行ってください。 

バッテ U —が完全に空のときは、満充電になるまでに約4時間かかります。 

ぐ 

• こまめに充電すれば、次回からの充電は短時間で終了します。 

• 本機をクレードルに取り付けている場合ち、クレードルをコンセントに接続すれば本体の内蔵バッ 
テ U —び充電されます。 

• 内蔵バッテリーについて詳しくは「電源について」 （37 ぺージ）をご覧ください。 

1 コンセントに接続ずる。 

充電が始まります。 

(動作中をバックグラウンドで充電されます。） 


コンセントへ 


(巧電の状態が表示されまず。） 


満充電になると充電が終了します。 
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パッテリー残量を確認するには 

本機か bAC アダプターを取りがし、1」モコンの回転つまみを回 
すと（ち図）表示窓に現在のバッテ U —残量び表示されます。満 
充電の場合は、表示窓にび表示されまず。 
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基本的なほいかた 


ディスクを巧5 

ディスクを入れる 


1 EJECT ボタンを巧して、トップカバーを開ける。 



2 ディスクを入れる。 

ディスクの中央部を、カチッと固をされるまで巧します。 



ごを意 


ディスクは、をち左側にある突起の上にまり上げないように入れてください。 

3 トップカバーを閉める。 
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ディスクを取り出す 

CHARGE/BUSY インジケーターが糧色に点灯中（ディスクにアクセス中）は、ディスクを取り出さな 
いで < ださい。 

1 EJECT ボタンを巧して、トップ 
カバーを開ける。 

トップカノ（一が開さます。 


CHARGE/BUSY インジケーター 

Windows の場合は、 「マイコンピュータ」ウィンドウで本機のアイコンをちク U ック 
して[取り出し]を選択してを、トップカバーが開さます。 

Macintosh の場合は、 ディスクのアイコンをゴミ箱にドラッグアンドド□ップして 
ち、トップカノ（一が開さます。 

ぐ 

• コンピューターや本機の状態によっては、トップカバーが開くまで1秒政上かかることびあり 
ます。または、 0S やご使用中のソフトウェア上で、ディスク取り出しの操作が必要な場合も 
あります。 

• トップカバーび開かないときは（書き込み中を除く）、本体底面にあるマニュアルイジェクトレ 
バーを矢印方向に巧してトップカバーを開いてください。 

2 ディスクを取り出ず。 

中央の突起部を巧しながら取り出します。 
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昼本のな使いかた 



コンピューターか 6 ディスク巧のデータにアクセスする 

通常、ディスク内のフォルダーやファイルを表示させるには、次のように操作します。 


Windows の場合 

画面例は Windows XP の場合です。 


1[マイコンピュータ]を開<。 

「マイコンピュータ」ウインドウび表示されます。 


巧因図 


ファイルの.場実(りおお訊:入口够ツ-ルのヘルツが ♦ 

J sJ I す/検索，对ル9国’ 


ドレス⑩4 7イ]ンむ-夕 V 百；が! 


システムのタスウ た.' 

店 

□一辨?ィス D 一挑 f ィスの原け細ドシ 

是 一 

g システム巧巧を S 示する 
づフ□クラムの励化肖崎 
〇巧ちをお至する 

その化 た. 

ドライフ做 ィスウの 

4 7イネゥトワ''ク 
。マイドキーント 
.ご#ちドキュメント 
な方トロ-ルバ本ル 


ま a 


マイ3シ e ュータ 

システムスがけ’ 



2下のアイコンをダブルクリックずる。 


戦淵 


‘り‘割 D 当て6れるドライブ文字は、ご使巧のコンピューターによって異な D 
ます（この例では 「 G 」）。 


ディスク内のフォルダーやファイルび表示されます。 


Mscintosh の場合 

本機にディスクを入れると、デスクトップにアイコンび表示されます。そのアイコンをダ 
ブルク U ックすると、ディスク内のフォルダーやファイルび表示されます。 
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CD を作成する（付属のソフトウエアを巧う） 

本機を使って CD-R ディスクや CD-RW ディスクにデータを書き込んだり、音楽 CD を作っ 
たりするには、付属のソフトウェアディスクに収録されているソフトウェアを使います。 
ソフトウェアのインス!-ールち法、機能や使いかたについては、ソフトウェアマニュアル 1) 
をご覧 < ださい。 

ぐ 

Windows XP または Mac OS Xをお使いの場合は、 0S 標準の書き込み機能を使用することもできま 
す。詳しくは、 Windows XP または Macintosh のヘルプなどをご覧くださし、。 


DVD を見る（付属のソフトウェアを巧う） 

本機を使って DVD ビデオを見るには、付属のソフトウェアディスクに収録されているソ 
フトウェアを使います。 

ソフトウェアのインス!-ールち法、機能や使いかたについては、ソフトウェアマニュアル 1) 
をご覧 < ださい。 

USB1.1 コネクターについてのご注意 

本機を US 目 1.1 準拠のコネクターに接続して DVD ビデオを巧生した場合、コマ落ちや音と 
びが発生しますが、故障ではありません。（これは、 US 目 1.1 規格の最大転送レートに左 
ちされる現象です。） 

DVD ビデオをスムーズに再生するには、 US 目2.日準拠 (Hi-Speed USB) の US 巨]ネク 
夕一を装備するコンピューターまたはインターフェース製品 （PCI 力ードや PC 力ードな 
ど）に接続してください。 


1) ソフトウエアマニュアル：付属の「ソフトウエアクイックスタートガイド」や、各ソフトウエアの電 
子マニュアル、オンラインヘルプなど 


基本的な使いかた 
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"メモリースティック"を ffi ラ 


"メモリースティック"を入れる 


ソモリースティック"を"メモリー 
スティック" ス□ットに入れる。 



"メモリースティック"を巧り出ず 


ごミ主意 


"；><モ|」ースティック" 目 USY インジケーターが程色に点巧 中 （"メモ U —スティック"にアクセス 中) 
は、"；><モ|」ースティック"を取り出さないでください。 


1"メモリースティック"を奥に巧し 
&む。 


2いつたん手を離し、"メモリース 
テイツク"を取り出ず。 

手を離すと、"メモ U —スティック 
がかし出るので引さ出します。 



ぐ 

Macin 怕 sh をご使用の場合、モ U- スティック"を取り出してもデスクトップのアイコンび残って 
いるとをは、アイコンをゴミ箱にドラッグアンドド□ップしてください。 

28 






":><モリースティック"内のフオルダーやファイルを表示させるには、次のよラに操作 
します。 

Windows の場合 

画面例は Windows XP の場合です。 

1[マイコンピユータ]を開く。 

「マイコンピュータ」ウインドウび表示されます。 


2下のアイコンをダブルク U ックする。 

一 割り当て b れるドライブ文字は.ご使用のコンピューターによって異な D 

リムーパブルデ > 

ィスウ化:） ます（この例ではに」）。 

":><モリースティック"内のフオルダーやファイルが表示されます。 

Macintosh の場ち 

本機にソモ U —スティック"を入れると、デスクトップにアイコンが表示されます。そ 
のアイコンをダブルク U ックすると、":><モ|」ースティック"内のフオルダーやファイルが 
表示されます。 



コンピューターか6 "メモ y —スティック"巧のデータにアク 
セスする 



昼本のな使いかた 
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音楽を聞く （CD プレーヤーとして巧う) 


本機を CD プレーヤーとして使うときは、付属の U モコンを使います。 

y モコン各部のを称 I 

前面 



丘]表示窓 回回転つまみ 

バッテ U —の残量、演奏中の巧番号や 演奏の開始、音量の調節、巧の頭出し 

経過時間などが表示されます。 などをするときに使います。 

(35 ページ） （33、34ページ） 

图 （■) 停止ボタン 

演奏を停止するときに巧します。 

(34 ページ） 
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後面 


田 


固 


田 クリップ 

回 D に PLAY ボタン 

表示窓の®情報を切り換えるとさに巧 
します。 （48 ページ） 

固 PLAY MODE ボタン 

演奏方法を切り換えるとさに押しま 
す。 （42 ページ） 

团 RPT/ENT (Repeat/Enter) ボタン 

U ピート演奏をしたいときや、プ□グ 
ラム演奏を設定するとさに押します。 
(42 ぺージ） 


固 SOUND ボタン 

音色を切り換えるときに巧します。 

(49 ぺージ） 

固 ■■ (—時停止）ボタン 

演奏を一時停止/一時停止解除し 
ます。 

囚 ヘッドホンジャック 

へッドホンを接続します。 

圓 HOLD スイッチ 

持ち運び中などの誤動作を防ぐことが 
でさます。ほ0ページ） 


ごま意 


付属のリモコンでは、他の CD プレーヤーを操 
作できないことがあります。また、本機に他の 
U モコンを接続した場合、本機が正常に動作し 
ないことびあ0ます。 


基本的な使いかた 


团固固 



回图团 
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演奏を始める〜音量を調節する 


ディスクや"メモ U- スティック"内の音楽をへッドホンか6聞きます。 

内蔵バッテ U —で使ラことちでをます。（「充電する」に2ページ）をご覧ください。） 

1リモコンやへッドホンを接続ずる。 



2ディスクや"メモリースティック"を入れる。 

音楽 CD や、音楽ファイルび記録されたディスクまたは"メモ U- スティック"を入 
れます。 


3リモコンの回転つまみを回ず。 

演奏が始まります。 



ぐ 

•演奏できるディスクの種類やファイルお式については、「本機で演奏できるもの」（3日ページ） 
をご覧ください。ファイルの選択方法などについては、 r 音楽ファイルを聞く」 （40 ページ）を 
ご覧ください。 

• 演奏中に U モコンを取りがすと、演奏が停止します。 
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音量を調節するには 

1」モコンの回転つまみを弓 I を出して回すと、音量び調節でさます。 



音量び上びる 




VOL- 


お 


音量が下がる 


ぐ 


音量を上げようとしても、 U モコンの表示窓に 「 AVLS 」 び表おされて音量び上がらないときは、 U モ 
コンの SOUND ボタンを 「AVLS OFF 」 が表示されるまで巧し続けてください。詳しくは、「音もれを 
抑える （ AVLS 機能)」 （50 ページ）をご K ください。 


基本的な使いかた 



y モコンの操作方法 

U モコンの基本的な操作のしかたです。 


何をしまずか？ 


演奏開始（続きから) 


演奏開始 （1 ffl 目か 5) 


一時停止/解除 


演奏停止 

頗奏中または一時停止中) 


操作 

前 



演奏び始まるまで回したままにする 


押す 


押す 


今聞いている ffl の頭出し 

頗奏中または一時停止中) 




一度回す 


前の巧、さ5に前の m の頭出し 

(演奏中または一時停止中） 



繰り返し回す 1 > 


次の巧の頭出し 

頗奏中または一時停止中) 



一度回す 2 > 


さ5に次の巧の頭出し 

(演奏中または一時停止中) 



繰り返し回すの 


早戻し 

(演奏中または一時停止中) 


早送り 

(演奏中または一時停止中) 



回したままにする 


回したままにする 


n U ピート演奏時には、1巧目ですると最後の巧になります。 
2) U ピート演奏時には、最後の曲ですると1巧目になります。 
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表示窓にごいて 

演奏中は、 U モコンの表示窓に、演奏中の巧番号とその経過時間が表示されます。 


曲番号 



経過時間 


音楽ファイル（ MP 3、 WAV ) の場含は 

巧の最初に ffl 名（巧名情報がない場をはファイル名）が表示され、続いてその曲の経過時 
間が表示されます。巧名の文字数が多い場をは、スク□ール表示されます。 

表示窓の照明について 

表示窓の照明は、 U モコンを操作すると数秒間だけ点灯し、自動的に消灯します。 

本機で演奏でをるをの 

本機では、次のをのが演奏でさます。 

• 市販の音楽 CD 

• 才 U ジナル音楽 CD に D-DA 形式で CD-R/RW ディスクに記録したもの） 

• CD-R/RW ディスクに記録した音楽ファイル（MP3、 WAV 形式） 

• DVD-R/RW ディスクに記録した音楽ファイル（MP3、 WAV 形式） 

• ソモ U- スティック"に記録した音楽ファイル（MP3、 WAV 形式） 

ぐ 

•記録に使用したレコーダーの状態やソフトウェアの設定、ディアによっては、本機で演奏でさな 
い場合びあります。 

•本機で演奏でさる音楽ファイルについて詳しくは、「音楽ファイルについて」ほ日ページ）をご幫< 
ださい。 


昼本のな使いかた 
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MP3 とは 

「MPEG Audio Layers」 の略で、音声データ圧縮技術のひとつです。 MP3 で圧縮した 
ファイルのサイズは、 WAV ファイルの10分の"!程度にまでルさくなります。このため、日 
分間の巧な引枚のCD-Rディスクに100ffiL^Lbも記録できます。 

WAV とは 

Windows で標準の音声ファイルの形式です。圧縮されていないので音質は MP3 よりも高 
く、ファイルのサイズは MP3 の10倍程度になります。 
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電源にごいて 


本機は、下記の電源で使つことげできます。また、それぞれの電源で使用中に下記のパ 
ワーマネージ X ント機能がはた6きます。 



本体 

クレードル 

バワー7ネージメント 

AC 電源 

〇 

〇 

バックグラウンドで内蔵バッテ 
I」 一に 充電 

内蔵バッテ U — 

〇 

— 

操作に応じて電源オン/オフ 

充電式電池 （8 本） 

— 

〇 

操作に応じて電源オン/オフ 


内蔵バッテリーの残量をたしかめる 

巧蔵バッテ U —の残量を確認するには、 U モコンを取り付けます。バッテ U —の残量が減 
ると、 U モコンの表窓[し次のよつ(し表 7JT されます。 


巧軍は充分 


Low Batt 

ミ肖耗しきっている 


: cii: 

F T ^ 

残量びかなり少ない 


残量び少ない 


〕 


• バッテ U - 残量を確認するときは本機を AC 電源からがしてください。 AC 電源に接続中には、バッ 
テ U —残量は表示されません。 

• の中の残量レベルを示すバーは目安です。1つのバーび総量の4分の1を示しているねけで 

はありません。 

• 残量レベルを示すバーは、動作状況により増減することがあります。 


本体（バッテリー）を廃棄ずるときは 

本機で使用している電池は U チウムイオンポ U マー電池です。本体を廃棄するとさは、地 
ち自治体の条例に定められたち法に従って処理して<ださい。 
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クレードルに電池を入れる 


クレードルには充電式電池 （8 本）を入れることができます。本機を電池入りのクレードル 
に取り付けると、より長時間コンセントにつながずに使ラことがでさます。 

使用できる電池 

♦ 充電式電池 

単3形ニッケル水素電池 (NiMH) 访 ij 売り） 

単3形二カド電池 (NiCd) 访 Ij 売り） 


ご ミ 主意 


• クレードルは充電器としてはご使用になれません。充電式電池の充電には、別売りの充電器をご用 
意ください。 

• 乾電池はご使用になれません。 

電池の入れかた 

1クレードル底面の電池ケースのふた 2電池を 8 本入れる。 

を開ける。 






ご ミ 主意 


•電池の向き（プラス、マイナス）は、ケースの表示に従って正しく入れてください。 

• 同じ種類の電池を入れてください。 

•クレードルを長期間使用しない場合は、電池を取り出して保管してください。液漏れの原因になり 
ぶ9 0 

•電池を交換するときは、8本をすべて交換してください。新しいものとちいものを混ぜて使ラと液漏 
れの原因になります。 


38 





音楽 CD 1 ) 

MP3CD1) 

DVD ビデオの 

内蔵バッテ U- 

約4時間 

約10時間 

約1.別寺間 

巧蔵バッテリーとクレードルの電池を併用した場合 

ニッケル水素電池 

約12時間 

約30時間 

約別寺間 

二カド電池 

約9時間 

約22時間 

約3.別寺間 


1) 演奏モードを変えずに再生した場合 
巧片面2層のデイスクを再生した場合 


連続書き込み枚数 



CD-R ディスク 3) 

CD-RW ディスク 3 ) 

内蔵バッテリー 

約9枚 

約8枚 

巧蔵バッテリーとクレードルの電池を併用した場合 

ニッケル水素電池 

約26枚 

約21枚 

二カド電池 

約14枚 

約10枚 


リ最適な速度、480 Mbps の転送レートで650 M バイトのディスクに書き込みを行った場合 


ごミ主意 


• 内蔵バッテ U- と充電式電池は満充電状態にした場含です。 
• 実際の時間や枚数は、ご使用の条件によって変化します。 


内蔵バッテリーや電池の持続時間について 

再生時間と記録でさるディスク枚数の目安です。 

連続再生時間 


詳しい使いかた 
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音楽ファイルを聞く 


音楽ファイル（MP3、 WAV 形式）を聞くときを、基本的な操作は「音楽を聞くに D プ 
レーヤーとして使ラ）」 （30 ページ）のとおりです。 

ここでは、音楽ファイル特有のことについて説明します。 

ぐ 

本機で演奏できる音楽ファイルについて詳しくは、 r 音楽ファイルについて」ほ日ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


フオルダーやファイルを選ぶ 


フォルダーを選ぶには 

1音楽ファイルの演奏中に、「/<フォルダー名>/」が表示されるまでリモコン 
の D に PLAY ボタンを繰り返し巧ず。 

2 回転つまみを ！◄◄ またはに回してフォルダーを選ぶ。 

選がしたフォルダー内のファイルの演奏び始まります。 

ファイルを選ぶには 

1 音楽ファイルの演奏中に、表示窓の表示びその曲の経過時間（またはファイル 
名）になっていない場合は、 D に PLAY ボタンを巧して表示させる。 

2 回転つまみを ！◄◄ またはに回してファイルを還ぶ。 

選がしたフアイルの演奏び始まります。 
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フオルダー構造と演奏順 

通常の演奏では、階層が上にあるファイルから演奏されます。また、階層が同じフオル 
ダーやファイルは、アルフ ァベ ット順に演奏されます。 

たとえば、下図のよラなフオルダー構造の場をは©〜⑩の順に演奏されます。 

祀目 w r~^ フォルダ - 


MP3 ファイル 


—— I J )] song01.mp3 の 
—— I J )] song02.mp3 (D 

Popular New 


- ス ] 01new.mp3 ® 


柯 may01.mp3 © 
may02.mp3 ⑥ 


Oldies TheSOs 


初 song03.mp3 ④ 
@ old 8301 .mp3® 
track0 1 .mp 3 顾 


■ J )] Oltune.mpS © 


-巧 track01.mp3 © 




I ディスクとソモ U —スティック"の両方がセットされている場合は、ディスクが先に演奏されます。 
音楽 CD の場合は、ディスク全体が1つのフォルダーとみなされ、トラック（巧）がファイルとみな 
されます。 

I 音楽ファイルを含まないフォルダーは、とばして演奏されます。 

文字種による優先順は、記号、数字、アルファベットの順です。 

本磯では、フォルダー名とファイル名はそれぞれ64文字まで表示でさます。 （ Joliet 拡張フォーマット） 
I 同じフォルダー内にあるファイルを蒂望する順序で演奏するには、次のよラにすることをおすすめ 
します。 

-1つのフォルダー内に256を超えるファイルを入れない。 

-ファイル名とフォルダー名には、 A 〜 Z 、 a 〜 Z 、 日〜9などの1バイトコードのみを使用する（日本 
語のよラな2バイトコードは使用しない)。 

-ファイル名の先頭8文字政内に、演奏順に応じた英数字を入れる。 

例： 01- MyHea 「 t . mp 3 


詳しい使いかた 
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いろいろな聞をかた 

U モコンの PLA 丫 MODE ボタン、 RPT/ENT ボタンを使って、いろいろな聞きかたで楽し 
めます。 



RPT/ENT ( Repeat / Enter ) ボタン 

PLAY MODE ボタン 

PLAY MODE ボタン RPT / ENT ボタン 

演奏中に巧すと、演奏モードを変えること • PLA 丫 MODE ボタンで決定した演奏 

がでさます。 モードで、演奏を繰り返します。 

• プ□グラム演奏の設定をするとさ、巧を 

通常の 演奏 決定します。 

( all ) 

選んだフォルダー内の全曲を聞く 
( folder )1) 

i 

1曲だけを聞< 

( single ) 

全曲を順不同に聞く 
( all ) SHUF 

選んだフォルダー内の全曲を順す同に聞く 
( folder ) SHUP ) 

好きな順に曲を選んで聞く 
PGM 


"音楽 CD の場合は、ディスク全体び1つのフォルダーとみなされます。 
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繰り返し聞く（リピート演奏) 


通常の演奏やフォルダー演奏、シングル演奏、シャッフル演奏、フォルダーシャッフル演 
奏、プ□グラム演奏を繰り返し聞けます。 

たとえば、通常の演奏中に U ピート演奏にすると、ディスク内の全曲び繰りあし演奏され 
ます。フォルダー演奏中に U ピート演奏にずると、選んだフォルダー内の全®び繰り返し 
演奏されまず。 

演奏中に RPT / ENT ボタンを巧す。 


U ピート演奏のマーク 



演奏モード 


選んだフォルダー内のを曲を聞< (フォルダー演奏） 

演奏中に、 r ( folder )」 び表示されるまで PLAY MODE ボタンを繰り返し巧ず。 





詳しい使いかた 


(folder) 








1 曲だけを聞 < (シングル演奏) 


演奏中に、 r(single)」 び表示されるまで PLAY MODE ボタンを繰り返し巧ず。 


シングル演奏のマーク 


G37(sin?le) 




ミ巧を順不同に聞く（シャッフル演奏) 


演奏中に、 r(all)」 と 「SHUF」 が表示されるまで PLAY MODE ボタンを繰り返 
し巧ず。 


シャツフル演奏のマーク 


[旧ら （ all ) 


SHUF ijR«B 


選んだフォルダー巧のを曲を順不同に聞く 
(フォルダーシャツフル演奏） 

演奏中に、「(わ Ider)」 と 「SHUF」 が表示されるまで PLAY MODE ボタンを繰り返 
し巧ず。 

シャツフル演奏のマーク 


10 /( 干 older ) が 
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巧をな順に巧を選んで聞 < (プログラム演奏) 

聞きたい®を好きな順に最大64巧まで選んで聞けます。 


演奏中に、 「* PROGRAM * J が表示されるまで PLAY MODE ボタンを繰り返し巧ず。 


ディスクや"メモ U - スティック"内にプレイ U ストファイルがある場合は 、 PLA 丫 MODE ボタ 
ンを繰り返し巧してプレイ U ストのファイル名び表おされた5、 「* PROGRAM *」 が表示され 
るまで回転つまみを側に回します。 

点滅表 TT 


■ 


し !。! J + PR 0 GRAM+C 


如 



2 RPT / ENT ボタンを巧す。 

プ□グラム演奏の設定びでをるよラになります。 

3 回転つまみを ！◄◄ または側に回して曲を還ぶ。 



ぐ 

「曲名」部の表示は、巧やファイルに含まれている情報によって異なります。 

4 RPT / ENT ボタンを短く巧し、曲を決定ずる。 

演奏順の表示が「002」になり、2巧目が選択できるよラになります。 


演奏順 

G, う , f'000: 



5手順3、4を繰り返して巧をな順に曲を選ぶ。 

6 RPT / ENT ボタンを演奏び始まるまで巧す。 

プ□グラムした順序で演奏されます。 



45 







選んだ曲を確認するには 

曲を選んでいるときにお認ずる 

1手順6の操作の前に RPT / ENT ボタンを繰り返し巧す。 

RPT/ENT ボタンを巧すたびに、演奏順と曲ま号び表示されます。 

プログラム演奏中に確認ずる 

1 「 PGM 」 び点滅ずるまで PLAY MODE ボタンを繰り返し巧ず。 

2 RPT / ENT ボタンを繰り返し巧ず。 

RPT/ENT ボタンを巧すたびに、演奏順と曲ま号び表示されます。 


ごミ主意 


• 手順4で64巧を選び終わると、「000」ではなく最初に登録した曲番号び表示されます。 
• 64巧な 上 選ぶと、演奏順「001」の設定から消えてしまいます。 
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プレイリストの順に聞く（プレイリスト演奏） 

音楽ファイルは、ディスクや"メモ U —スティック"にあるプレイ U ストで決められた順 
に聞 < ことがでさます。 

ぐ 

この機能を使ラには、あらかじめ、ディスクや"メモ U —スティック’内にプレイ U ストファイル（お 
張テ： m 3 u ) を記録しておく必要があります。詳しくは、「プレイ U ストファイルについて」ほ6ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

1演奏中に、プレイリストのファイルをび表示されるまで PLAY MODE ボタンを 
繰り返し巧ず。 


00 /List! m3u ; 


■名、 


PGM お 


2 複数のプレイリストファイルびある場合は、回転つまみを ►►/►w 側に回して 
ファイルを選ぶ。 


00 /List2. m3u な ; 




3 RPT / ENT ボタンを短く巧し、ファイルを決定ずる。 

プレイ U ストファイル内の1曲目か6演奏されます。 


詳しい使いかた 
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音楽演奏のいろいろな機能 


曲情き目を確認する 


U モコンの DISPLAY ボタンを使って、下記の情報を確認することがでさます。 

• CD-TEXT (文字情報）の入った音楽 CD の巧名、アルバム名、アーティスト名 
•音楽ファイルのファイル名、フオルダー名、 MP3 ファイルの ID3 タグ畑名、アルバム 
名、アーティスト名） 

ぐ 

ID3 タグについては、56ページをご K ください。 

演奏中にリモコンの D に PLAY ボタンを巧ず。 

ボタンを巧すたびに、次のよラに表示が変わります。 


表示窓の表示 


み 

通常の演奏 

曲番号 曲名 1 > と現在の経過時間 

ん 

" 曲名情報がない場合はファイル名が表示されます。 

DISPLAY ボタンを巧す 

巧番号 曲名 1 >/アーティスト名 

ん 

U 曲名情報がない場合はファイル名が表示されます。 

DISPLAY ボタンをもう一度押す 

残り曲数 アル/ (ム名/アーティスト名 

ん 


DISPLAY ボタンをもラー度押す 

I 

フオルダー番号/フオルダーち/ 


ごミ主意 


• フォルダー演奏中は、フォルダー内での巧ま号や残り巧数が表示されます。 

• 表おできるで字は、 A 〜 Z、a 〜 Z、 〇〜9などの1バイトコードのみです（日本語のような2バイト 
コードは表示でさません)。 

• 情報が入っていない場合や対応しない文字情報が含まれている場合は、表示されなかったり正しく 
表示されません。 

• 音楽 CD の場合、フォルダー名には 「*CDDA*」 が表示されます。 

• プレイ U スト演奏中は、フォルダー名にはプレイ U ストのファイル名が表示されます。 

• プ□グラム演奏中は、フォルダー名には 「*PROGRAM*」 び表示されます。 
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音をを変える （ SOUND 機能） 

音楽の種類に合わせた音色で演奏を楽しめます。 

リモコンまたは本体の SOUND ボタンを巧す。 

SOUND ボタンを巧すたびに、次のよラに表示が変わります。 


NORMAL 

(通常の演奏) 

ム 

BASS 1 

(ベース 1)1) 

ム 

BASS 2 

(ベースのつ) 

ム 

ROCK 

(□ック） 

ム 

JAZZ 

(ジャズ） 

ム 

DANCE 

(ダンス） 

ム 

LATIN 

(ラテン） 


い低音び強調された重厚な音色です 。 「BASS 2」のほラびより低音が強調されます。 


BASS 1 


「 BASS 1 J と 「BASS 2 J はここに表示される 


ごま意 


音びひずむとさは、音量を下げてください。 


詳しい使いかた 
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音ちれを抑える （ AVLS 機能) 


音量の上げすぎによる音ちれ、耳への圧迫感、周囲の音が聞こえないことによる危険など 
をかなくするために、音量をある一定料上に上げないよラにします。 

「AVLS ON 」 が表示されるまで、リモコンまたは本体の SOUND ボタンを巧し続ける。 

音量を一定な上に上げようとずると 

AVLS 13 機能がオンになっている場合は表示窓に 「 AVLS 」 が表示され、それ上音量を上 
げることがでさません。 


_ 。リ LS _ 

音量を一定レベル!; Lb に上げよラとすると表示される 

音量を上げるには 、 「AVLS OFF 」 が表示されるまで SOUND ボタンを押し続けます。 

1) AVLS は 、 Automatic Volume Limiter System はー トマ チックボ U ユーム U ミッターシステム) 
の略です。 


ごミ主意 


SOUND 機能と AVLS 機能を同時に使うと、音がひずむことがあります。その場合は音量を下げてく 
ださい。 


誤動作を防ぐ （ HOLD 機能) 


持ち運び中などに誤ってリモコンの操作ボタンび巧され、動作するのを防ぎます。 


HOLD スイッチを矢印の方向にスライドさせる。 


HOLD 機能を解除ずるには 



HOLD スイッチを矢印と反対の方向にスライドさせます。 


ごミ主意 


HOLD 機能び働いていても 、 U モ コンの表示窓に 「 HOLD 」 の文字は表示されません。 
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ディスクの種類 


マーク 


CD Extra 

团腰屈な 

DIGITAL AUDIO 

[¥| 

|cdextra^B 

ビデオ CD 

n COMPACT 

咖昼陌 

公 


(digital video) 

VIDEO CD 

CD TEXT 

ri COMPACT 

抽帽歴而乂 • 

DIGITAL AUDI 。 


[TEXT I 



n 本機では、 DVD ディスクへの書さ込みはでさ 
ません。また、書さ込みに使用した機器や 
ディスク、書さ込み時の設定によっては読み 
出しでさない場合ちあります。 

• 円おディスクのみご使用になれます。円お1；( 
がの特殊な形状（星型、八ート型、カード型 
など）のディスクを使用すると、本磯の故障 
の原因となりますので、使用しないで<ださ 

し、。 nCOMPACT 

•音楽 CD は、ディスクレーべル面に留0畳。! 
マークの入ったちのなど J に規格に合致した 
ディスクをご使用<ださい。 CD 規格がディ 
スクを使用された場含には再生の保証はいた 
しかねます。また再生できた場合であっても 
音質の保証はいたしかねます。 

• 99分ディスクの書き込みおよび再生について 
は動作の保証をしておりません。 

•8 cm ディスクへの書さ込みについては動作の 
保証をしておりません。 
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CD-R ディスクと CD-RW 
ディスク 

本機は、 CD-R ディスク、および CD-RW 
ディスクに書さ込みがでさます。 

これらのディスクへの書さ込みには、付属 
のライティングソフトウェアを使用しま 
す。他の CD プレーヤーや CD-ROM ドラ 
イブなどで巧生（読み出し）でさるように 
書き込むには、ライティングソフトウェア 
上で目的に応じたオプションを選がする必 
要があります。 

書さ込みの操作について詳しくは、ソフト 
ウェアマニュアル 1) をご覧ください。 

1) ソフトウエアマニュアル：付属の「ソフト 
ウェアクイックスタートガイド」や、各ソフ 
トウェアの電子マニュアル、オンラインヘル 
プなど 

CD-R ディスクとは 

1度だけデータを書き込めるディスクで 
す。一度書を込まれたデータは消去したり 
移動することがでさません。ただし、卜 
ラックアットワンスと呼ばれる書き込みの 
ち法では、 CD-R ディスクに残り容量があ 
る限り、最大99回まで追記でさます。 

また、ディスクアットワンスと呼ばれる書 
を込みの方法で作成した音楽 CD は、一般 
の CD プレーヤーでち再生することがでさ 
ふ 9 〇 


CD-RW ディスクとは 

データを書さ込んだり、消ますることがで 
きるディスクです。目安として、未使用の 
CD - RW ディスクで約1000回のディスク 
全体の書さ換えがでさます。また、パケッ 
トライトと呼ばれる書さ込みの方法では 
ファイレ単位で書き込みや消去が可能なた 
め、 CD - RW ディスクをフ□ッピーディス 
ク感覚で使ラことができます。 

なお、 CD - RW ディスクを使用して作成し 
た音楽 CD は、一部の CD - RW 対応機種を 
除き、一般の CD プレーヤーで再生するこ 
とがでさません。 

High Speed CD-RW ディスク 

について 

本機は 、 High Speed CR - RW ディスク 
に書き込みを行うことができます 。 High 
Speed CD - RW ディスクに書き込んだ 
ディスクを、一般の CD - ROM ドライブな 
どで再生することができます。 


ご注意 


High Speed CR-RW ディスクには、 High 
Speed CR-RW □ゴの付いた CD-R/RW ドラ 
イブ政がでは書さ込みび行えません。追記や書 
き込みを行う場合は、必ず High Speed 
CD-RW □ゴの付いた製品を使用してくださ 
い。また、必ず High Speed CD-RW ディスク 
に指定された書を込み速度に設定して書き込み 
を行ってください。 


52 




書き込み速度について 

CD - R ディスク、 CD - RW ディスクへの書 
さ込みは、ディスクに指定されている書さ 
込み对応速度に設定して行って<ださい。 
書さ込み速度の設定の変更は、ライティン 
グソフトウェアで行います。 

ディスクの再生 婦み出し） について 

本機で作成した CD - R ディスクや CD-RW 
ディスクは、ほとんどの CD - ROM ドライ 
ブで巧生することがでさます。ただし、古 
いタイプの CD - ROM ドライブには 
CD - RW ディスクの再生に対応していない 
機種があります。 

また、 CD - R ディスクで作成した音楽 CD 
は、ほとんどの CD プレーヤーで再生する 
ことがでさます。ただし、一部の CD プ 
レーヤーや車載用の CD プレーヤーには、 
音楽 CD - R ディスクの再生を保証していな 
い製品ちあります。 

なお、使用する CD - ROM ドライブ 、 CD 
プレーヤー、 CD - R ディスク、 CD-RW 
ディスクの;一力一間における品質や諸特 
性の差により、組み合わせによっては、ま 
れにディスクの再生がでさないことがあり 
ます。 

推奨ずるディスク 

本機では、 ソニー 製のディスクのご使用を 
おすすめします。 

CD-R :ソニー製650 M バイトおよび 
700 M バイトの CD - R ディスク 
CD-RW :ソニー製650 M バイト 
CD - RW ディスク 


DVD ビデオの再生とリージョ 
ンコード 州贼番号） について 

DVD ビデオ （ DVD - Video ) は、 U - ジョ 
ン コード 1 > の設定によって、再生が保護. 
管理されています。 

DVD - ROM ドライブを使用して DVD ビデ 
才を再生するためには、 DVD ディスクに表 
示された U —ジョンコード、 DVD - ROM ド 
ライブの U —ジョンコード、 DVD ビデオ再 
生ソフトウェアの U — ジョンコードのすべ 
てが一致している必要があります。 

n Region Playback Contro 照格 （RPC 規槪 

本機での DVD ビデオ再生とリー 

ジョンコードについて 

本機では、 U - ジョンコードの設定を、ネ刃 
回の設定を含め合計5回まで行ラことびで 
きます （RPC Phase 2 規定)。本機の U - 
ジョンコードは、付属の DVD ビデオち生 
ソフトウェア上で設定します。 


重要 


初回の設定を含めて5回の設定をすると、政降 
は、5回目に変更した U —ジョンコードに固定 
され、設定び変更できなくなります。この場 
合、再生でさるのは、5回目に設定した U — 
ジョンコードの DVD ビデオのみとなります。 


ご注意 


不正に U —ジヨンコードの書き換えを行わない 
でください。この結果生じた不具合等につきま 
しては、保証巧象がとさせていたださます。 


化その他 
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ソモリースティック" 
にごいて 

"メモリースティック"とは？ 

" X モ U —スティック"は、ルさく軽く、 
しかもフ□ッピーディスクより容量が大 
きい新世代のに記録メディアです。"メ 
モ U —スティック"対応機器間でデータ 
をやり取りするのにお使いいただけるだ 
けでな<、着脱可能な外部記録ディア 
のひとつとしてデータの保存にもお使い 
いただけます。 

使用できる"メモリースティック" 

本機では、下記の " X モ U —スティック" 

が使用でさます。 

• "分モ U —スティック"：標準タイプの青 
し、"メモ|」ースティック" 

• "マジックゲート六モ U —スティック"： 
著作権保護技術（マジックゲート 1 >) を 
搭載した白い " X モ U —スティック" 

1) "マジックゲート" とは暗号化技術を使って著 
作権を保護する技術です。 


本機はマジックゲート規格に対応していないた 
め、本機で記録したデータは著作権の保護の巧 
象にはなりません。 


"メモリースティック"を書き込 
み禁止にずる 

" X モ U —スティック"には、データを上 
書さでさないよラにするためのライトプ □ 
テクトタブがあります。書き込み禁止にす 
ると、データを読み出すことはでさます 
が、書さ込むことはでをません。 


端子 



ラベル貼り付け部 


エラー メッ セージが 表示された 
とさは 

" X モ U —スティック"のデータを読み出 
したとさ、ディスク書き込みエラーとな 
り、「ファイルやデータが失われた可能性 
があります」といラ X ッセージが表示され 
た場合は、 " X モ U —スティック"が書さ 
込み禁止になっている可能性があります。 
" X モ U —スティック"の書き込み禁止夕 
プを解除してください（上図参照)。この 
場を、 " x モ u — スティック"のデータは 
失われていません。 
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音楽ファイルについて 

本機で演奏できる音楽ファイル 

本機で演奏でさるのは、下記の条件にあて 
はまる音楽ファイルのみです。 

■ファイル 

• MP 3 MPEG Audio Layers 
( MPEG 1 、Layer Ilk 44.1 kHz 、 
32 Kbps 〜 320 Kbps ) 

ファイル拡張子： mp 3 

• RIFF WAV ( PCM 、44.1 kHz .16 
ビット、 2 ch ) 

ファイルお張子 ： wav 
• プレイリスト （ M 3 u 形式） 

ファイル拡張子： m 3 u 


ごま意 


•ファイル名には、「mp3」、 「wav」 などの拡 
張子を付けて < ださい。 

• 実際の形式と異なる拡張子を付けたファイル 
は演奏されません。たとえば、 MP3 形式では 
ないファイルに「mp3」の拡張子を付ける 
と、本機はそのファイルを演奏でをません。 

■ メディア 

• CD - R ディスク 

• CD - RW ディスク 

• DVD - R ディスク 1) 

• DVD - RW ディスク 1) 

• ‘ソモ|」ースティック" 

"DVD ディスクへの書さ込みは、本機で 
はでさません。また、書さ込みに使用し 
た機器やディスク、書さ込み時の設定に 
よっては演奏できない場合もあります。 


■フオーマット 

• ISO 9660 Level 1 

• ISO 9660 Level 2 

• ISO 9660 Joliet 

• UDF ( Ver .1.02 、 1.5) 

• FAT (‘‘><モ|」ースティック"のみ） 

■使用でをるフォルダー数とファイル数 

• 演奏でさるフォルダー数： 

最大日12 

• シャッフル演奏でさるファイル数： 
最大2048 

■圧縮ソフトウェアとライティングソフ 
トウェアの設定 

MP 3 ファイルを作成するとさの、圧縮 
ソフトウェアの転送ビットレートの設 
定は「44.1 kHz 」、 「128 Kbps 」 の 
「固定」を推奨します。 

メディアに書き込むファイルに 
ついてのご注意 

；><ディアが挿入されると、本機はその; 
ディアに記録されている全ファイルを検索 
します。六ディア内に多<のフォルダーが 
あったり、音楽ファイル臥外のファイルが 
あると演奏開始までに時間がかかったり、 
なの音楽ファイルの演奏までに時間がかか 
ることがあります。 

音楽ファイルを記録する;ディアには、 
音楽ファイル攻外のファイルや不要な 
フォルダーを書さ込まないことをおすす 
めします。 


その他 
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プレイリストファイルについて 

プレイ U ストファイルは、ディスクや"メ 
モ U —スティック"内にある音楽ファイル 
の演奏順を決めるちのです。 

本機で使用できるプレイ U ストファイル 
は、テキストエディターなどで作成でさま 
す。音楽ファイルのパス（保を場所とファ 
イル名）を演奏順に記述し、拡張子を 
rmSuJ にしてディスクや"メモ U - ス 
ティック"に記録します。 


ご ミ 主意 


パスに使用できるのは 1 バイト 文字のみで、パ 
スの区切りに使用できるのはが」、 17 」、 [\J の 
いずれかです。 

プレイリストの例 
♦ 絶対パスで記述する場合 

プレイ U ストが記録されている;ディ 
アのルートか6のパスを入力します。 

例： 

¥Music¥Popular¥New¥01 new.mp3 
¥Music¥Popular¥New¥May¥may01.mp3 

♦ 相対パスで記述する場含 

プレイ U ストが記録されているフオル 
ダーからの y くスを入力します。 

例： 

.¥ New ¥01 new . mp 3 
New ¥ May ¥ may 01 . mp 3 


MP 3 ファイルの ID 3 タグに 
ごし、て 

ID 3 タグとは、 MP 3 ファイルの末尾に追 
加されるテキスト情報（曲名、アルバム 
名、アーティスト名など）のことです。 


ご注意 


• 本機は ID3 タグ フオー マツトのバージヨン 
1.0、1.1、2.2"、2.3'\に対応しています。 
それ政がのバージヨンをご使用になると、 ID3 
タグの情報が正し < 表示されません。 

•本機では、1バイト文字のみ表おでさます（曰 
本語のよラな2バイト文字は正しく表示され 
ません)。 

1)unsynchronized、compressed、 
encrypted 形式には対応していません。 
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Hi-Speed USB に 

ついて 

本機は、 USB 1.1 規格よりもデータ転送が 

高速な USB 2.0 規格の Hi-Speed US 目に 

対応しています。下記の条件下で本機をご 

使用になると、 Hi-Speed USB に対応し 

た本機の読み出し/書さ込み速度 1 > をフル 

に発揮させることがでさます。 

1) DVD-ROM ディスクの場合の最大転送レー 
卜：10800 K バイト /S 

• Hi-Speed USB 対応の USB コネクター 
に接続すること (ご使用のコンピュー 
夕一に Hi-Speed USB 対応の PCI アダ 
プターカードや PC カードが搭載されて 
いる必要があります。） 

• コンピューターに USB EHCI 
(Enhanced Host Controller 
Interface ) ドライバーソフトウェアの 
がインス I -ールされていること 

• Hi-Speed USB 対応の USB ケーブルを 
使用すること（本機に付属しています。） 

の US 目 EHCI ドライバーソフトウェアは、市販 
の Hi-Speed US 目対応の PCI アダプター カー 
ド製品などに付属しています。詳しくは、ご 
使用のアダプター製品の発売元にご確認<だ 
さし、。また、 Windows XP をご使用の場合 
は、 Microsoft より公開されている 
Windows X戶用の US 臣 EHCI ドライバーソ 
フトウェアを利用することちできます。詳し 
くは、 Microsoft 社のホームページをご K く 
ださい。 


書き込み速度について 

本機を US 目 1.1 製品に接続して書き込みを 
行ラ場合は、 US 目 1.1 の転送速度に応じた 
速度で書さ込みを行ラことをおすすめしま 
す（目安として8倍速臥下)。 


その他 
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3 [はい]をクリックずる。 

次の画面が表示されます。 


ドライパーソフト 
ウェアをアンインス 
卜ール(削除）するには 



Windows の場合 

Windows XP / Me / 2000 
(Service Pack 3 L ソ降）では 

os 標準のドライバーソフトウエアび使用 
されていますので、アンインス!''ールはと 
くに必要ありません。 


4タスクバーの A - ドウエアの取りが 
し アイコン みを使って本機を取り 
がせるようにして か6、 本機の 
USB ケー ブルを コンピユーターか 
5 取りがず。 

5 [ OK ] をクリックずる。 

次の画面び表示されます。 


Windows % Second Edition では 

本機に付属のソフトウェアディスクをご用 
意ください。ソフトウェアディスク内のア 
ンインス!ラーを使用します。 

1 ソフトウェアディスクを CD-ROM 
ドライブに入れる。 

2ソフトウェアディスク内の USB 
フオルダーを開を、 UNINST.EXE 
をダブルクリックずる。 

資 

UNINST.EXE 

「アンインス I -ール」ダイア□グボッ 
クスが表示されます。 



ぐ 


ソフトウエアディスクを本機に入れている 
場合は、 UNINST.EXE を八ードディスク 
にコピーしてから実行してください。 
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6 [はい]をクリックずる。 

コンピューターが再起動します。 

Macintosh の場合 

Mac OS 9では 

ライティングソフトウエアのインス I -ール 
時にインストールされた機能拡張フアイ 

ル、 「 MPD - AP 20 U Bus 」、「 MPD - 
AP 2 日 UShim 」、「 MPD - AP 20 U US 巨」 

を削除します。 

Mac OS X ( Ver .10.1) では 

os 標準のドライバーソフトウエアが使用 
されていますので、アンインス!-ールはと 
<に必要ありません。 







使用上のご注意 

特に注意していただをたいこと 

• 本機をコンピューターのドライブとして 
ご使用中は、移動したり持ち上げたりし 
ないで< ださい。特に書さ込み動作中 
は、振動や衝撃を絶対に与えないでくだ 
さい。 

• 付属の AC アダプター臥外は絶対に使用 
しないで<ださい。火災や感電、故障の 
原因となります。 

• US 目ケーブルのコネクター付近を強く 
折り ffl げたりしないで<ださい。断線や 
接触不良の原因になります。 

使用-保管場所について 

湿気の多いところや温度の高いところ、 

激しい振動のあるところ、直射日光の当 

たるところで使用したり保管しないでく 

ださい。 

操作について 

本機をコンピューターのドライブとしてご 

使用になる場合は、水平な場所に置いて使 

用して < ださい。 

輸送について 

• 捆包箱は大切に保管してください。輸送 
の際に必要になります。 

. 本機を移動するときは、その前に必ず 
ディスクを取り出してください。 


結露現象について 

急激な温度変化は避けてください。寒いと 
ころか日暖かいところに移したり、室温を 
急に上げた直後は使わないでください。内 
部に結露が生じてし、る場合があります。使 
用中に急激に温度が変化した場创ま、その 
まま使用を中止して1時間政上待ってから、 
使用を再開してください。 

レンズについて 

本機のレンズ（ふたの內側）には触れた 
り、直視しないでください。また、ほこり 
がつかないよラにディスクの出し入れのと 
さ政外はふたを閉じておいてください。 

内蔵バッテリーについて 

• バッテ U —はかし充電して出荷してい 
ますが、ご使用の前に満充電にしてく 
ださい。 

• ご使用にならなくてを、かしずつ自然放 
電します。使用直前 （1 〜2曰内）に充 
電しなおすことをおすすめします。 

• 充電は本機周囲の温度が日〜3日 ° C の環 
境で行ってください。本機内部の温度が 
45でを超えると充電が停止します。 

• バッテ U —を長時間ご使用にならない場 
をでを、機能維持のために1年に1回程 
度は満充電にし、使い切ってから保管す 
るよラにしてください。 


その他 
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USB ノ V ブへの接続について 

本機はコンピューターの US 目コネクター 
に直接接続してください。キーボードの 
US 目八ブを含め、 USB 八ブに接続した場 
合の動作は保証しておりません。 

コンピューターか!5取りがずと 
さは 

本機は、コンピューターの電源をオンにし 
たままで取り付け/取り外しが巧能です。 
ただし、 Windows の場をは本機を取り外 
す前に、タスクバーの八ードウエアの取り 
外しアイコンを使って本機を取り外せるよ 
ラにします。 

八ードウエアの取り外しアイコンは、 
Windows のパージョンによって異なりま 
す（下図参照)。これをク U ックし、表示 
される ><ッセージに従って操作します。 
Windows XP / Me / 2000では、ディスク 
とモ U —スティック"の両方のデバイ 
スを停止してください。 

で Windows XP 

梦: Windows Me、Windows 2000 

み ： Windows 98 Second Edition 


ディスクの取り扱いについて 

• ディスクは外縁を支えるよラにして持ち 
ます。記録面に触れないでください。 



• ディスクに文字を書いたり、紙などを 
貼ったりしないでください。 



•ほこりやちりの多いところ、直射日光の 
当たるところ、暖房機具の近く、湿気の 
多いところには保管しないでください。 

• ディスクに液体をこぼさないで<ださい。 
•大切なデータを守るため、ディスクは必ず 
ケースなどに入れて保管してください。 

DVD ビデオの再生について 

DVD ビデオはソフト制作ちの意図により 
再生状態が決められていることがありま 
す。本機ではソフト制作ちが意図したディ 
スク内容にしたがって巧生を行ラため、操 
作したとおりに機能がはた6かない場合が 
あります。 DVD ビデオを再生するとき 
は、ディスクに付属している取扱説明書を 
必ずご覧ください。 
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"メモリースティック"の取り扱 
いについて 

":><モ|」ースティック"に保存されている 

データを保護するため、下記のを意事項に 

従ってください。 

• " X モ U —スティック"は出荷時に最適 
にフォーマットされていますので、あら 
ためてフ ォー マットする必要はありませ 
ん。コンピューターでフ ォー マットする 
と、他の"メモ U —スティック"対応機 
器でアクセスできないなどの不具合が発 
生することがあります。 

• コンピューターでフォーマットした‘ソ 
モ U —スティック"を"メモ U —ス 
ティック"対応機器で使用する場合は、 
ソモ U —スティック"対応機器で再度 
フォーマットして < ださし、。 

• " X モ U —スティック"に最初から入っ 
てし、るファイル （ MemoryStick . ind ) 

は、モ U —スティック"对応機器の 
ためのファイルです。不都合がなければ 
消さずにそのままご使用ください。 

• " X モ U —スティック"のデフラグやド 
ライブの圧縮は行わないでください。 

• 下記の場を、記録したデータが消滅する 
(破壊される）ことがあります。 

-読み出し/書さ込み中に"メモリース 
ティック"を抜いたり、コンピュー 
ターの 電源を切った場を 
-静電気や電気的ノイズの影響を受ける 
場所で使用した場を 


• ラベル貼り付け部には専用ラベル政外は 
貼らないでください。 

•持ち運びや保管の際は、":><モ|」ース 
ティック"に付属の収納ケースに入れて 
<ださい。 

• 端子部には手や金属で触れないでくだ 
さい。 

•強い衝撃を与えたり、巧げたり、落とし 
たりしないで < ださい。 

•分解したり、改造した0しないで < だ 
さし、 

• 水にめ6さないでください。 
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K 障かな？と思った 6 


指定の相談窓口にご相談になる前にをラー度チェックしてみてください。 

それでを具合が悪いときはお買い上げ店または指定の相談窓口にご相談ください。 

本機の最新のユーヴーヴポート情報は、インターネットでちご案内しています。あわせて 
ご参照ください。 

http :// www . sony . co . jp / sonystorage / 


樹犬 


原因/巧策 


本機びコンピューターに認 
識されない。または正常に 
動作しない、動作び不安 
定。 


Windows 2000 で本機の 
"メモリースティック’’ U — 
ダー/ライターび認識され 
なし、。 


一内蔵バッテ U - でご使巧の場合は、バッテリーび消耗してい 
る可能性びあ0ます。本機を電源に接続して充電ください。 

- 電源コードや AC アダプター、 USB ケーブルび正しく接続さ 
れているかどうか確認してください。 

ーコンピューターの US 目インターフェースカードのセット 
アップび正しく行われていない可能性びあります。ご使巧の 
USB インターフェースカードの取扱説明書を参照し、再度 
セットアップを行ってください。 

一 Windows 98 Second Edition または Mac OS 9.x の場合 
は、ドライバーソフトウェアのインストールび正常に終了し 
ていない可能性びあ0ます。一度アンインストールを行った 
あと（己8ページ)、付属の「クイックスタートガイド」の手順 

__に従って再度ドライバーのインス I -ールを行ってください。 

一 Windows 2000 の場合は、 Service Pack 3 し如ををインス 
I ルしないと本機のモ U - スティック"リーダー/ラ 
イターをご使用になれません。詳し<は、付属の「クイック 
スタートガイド」をご覧ください。 


電源びオンにな5ない（コ 
ンピューターに接続して 
わ、 CHARGE/BUSY イン 
ジケーターび緑色に点灯し 
ない）。 


-何 5 かの原因で本機の動作び不安定になっている可能性びあ 
0ます。本機底面の緊急 U セット巧に、クリップなど先の細 
いちのを差し込んで本機を U セットしてください。 
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症が 


原因/巧策 


U モコンを操作しても演奏 -リモコンの HOLD 機能びはたらいているときは、 HOLD ス 
び始ま5ない。または、 イッチを矢印と反対の方向にスライドして解除してくださ 

ディスクを入れてを「 N 0 し、。 （50 ページ） 

MEDIA 」 と表示される。 - I 」モコンの回転つまみび引さ出されているとさは、ポ I 」ュー 

ム調節巧です。回転つまみを元の位置に戻してください。 

一本機は、コンピューターに接続していると、リモコンを操作 
しても動作しません。本機を CD プレーヤーとしてお使いに 
なるとをは、コンピューターから取りがしてください。本機 
をコンピューターに接続して音楽を聞さたいとさは、コン 
ピューター上の音楽再生ソフトウェアをご使用ください。 

一内蔵バッテリーでご使用の場含は、バッテ U —び消耗してい 
る可能性びありまず。本機を電源に接続して充電ください。 

-ご使用のディスクに本機で演奏でをる形式のファイルび記録 
されているかどうかを確認してください。 （5 日ページ） 

ーディスクのファイナライズ処理びされていない場含は、演奏 
でさなかったり、演奏び始まるまでに時間びかかります。 

^ディスクや、記録に使用した機器、記録時の設定によって 
は、本機で再生できない場合びあります。 

-何らかの原因で本機の動作が不安定になっている可能性びあ 
ります。本機底面の緊急 U セット巧に、ク U ップなど先の細 
いをのを差し込んで本機をリセットしてください （62 ページ 
の図をご賣< ださし、)。 

一上記で問題び解決しない場をは、このあとの「ディスクを入 
れたのにデータび読めない。」の項をご覧ください。 
ディスクを入れたのにデー -ラベル面を下にしてディスクを入れている可能性びありま 

夕び読めない。 す。ディスクはラベルを上にして入れてください。 

音楽演奏中に音とびする。 -本機では使用できないディスクの可能性びあ0ます。「使巧 

できるディスク」 （51 ページ）をご覧ください。 

-ディスクまたは本機のレンズび巧れている可能性びありま 
す。レンズび巧れている場合は、お買い上げ店やサービス窓 
□にご相談ください。 

ーディスクに再生できないほどのキズびある場合びあ0ます。 
本機に異常びないことを確かめるために、キズのない別の 
ディスクに取り誓えてみてください。 

一本機のターンテーブルの上にゴミび付着している場合びあ0 
ますので、清掃してみてください。 

一本機やディスクび結露している場合びあります。ディスクま 
たは本機のレンズび水蒸気でくもっている場合は、ディスク 
を取0出して約1時間放置してください。 


をが 原因/対策 

ディスクび取り出せない。 -本体前面の LOCK スイッチびはた5いているときは、スイッ 

チを解除してください。 

- 書を込み動作中は、 EJECT ポタンを押してち取0出せませ 
ん。ご使巧のソフトウェアの操作ち法に従って取り出してく 
ださい。 

一何5かの原因でコンピューターび八ングアップしている可能 
性びあります。コンピューターを再起動させてください。 

一どラしても取り出せない場合は、本体底面のマニュアルイ 
ジェクトレノく一を矢印の方向に押してトップカバーを開いて 
<ださい。 

CD - R / RW へのデータ書き 一本機を USB 八ブ（キーボードの USB 八ブを含む）に接続して 

込み時にデータの書さ損じ いる場合は、コンピューターの US 目コネクターに直接接続 

び起こる。 してください。 

- 書さ込み速度を低倍速に設定している場合、高倍速に設定を 
変更してください。使巧するディスクによっては、高倍速で 
の書さ込みび最適な場合びあります。書さ込み速度の設定変 
要は、ライティングソフトウェアで行います。 

ーコンピューター ( CPU ) の処理速度び遅い場合は、書き込み 
速度を低倍速に設定してください。 

ーコンピューターのスクリーンセーバーび動作しないよラに設 
定を切ってください。 

ーライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアを終了させて 
ください。他のソフトウェアび動作していると、データ転送 
レートが極端に低くなり、データの書さ損じび起こるおそれ 
びあります。 

一常駐型のディスクユーティ U ティーや、ディスクのアクセス 
を高速化するユーティリティーなどは終了させてください。 

一八ードディスクのフラグ;<ンテーション（ファイルの断片 
化）び原因の場合びあ0ます。八ードディスクのデフラグを 
行ってください。デフラグは、 Windows の「アクセヴ U 」 の 
「システムツール」などを使用して行います。 

ーオンヴフライ書き込みにつのドライブを使用してディスク 
か5ディスクに直接データを書き込む方式）を行っている場 
合は、オンヴフライの設定を解除してください。または、 
しわたん八ードディスクにデータをコピーし、八ードディス 
クか5書さ込みを行ってください。オンヴフライ書を込みで 
は、書き込みエラーが発生する確率び高まります。 
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症が 


原因/巧策 


作成した音楽 CD などを再生 
すると、ノイズび聞こえ 
る。（再生音にノイズが混入 
している） 


音楽 CD や音楽ファイルの再 
生音び本機のへッドホンか 
ら聞こえない。 

音楽 CD や音楽ファイルの再 
生音びコンピューターのス 
ピーカーか5聞こえない。 


ライティングソフトウェアのマニュアルの Q & A やトラブル 
シューティングのページなどをご覧になり、書を込み時の設 
定を変更してください。 

コンピューターによっては、ノイズび発生する場含びありま 
す。別のコンピューターを使用するとノイズのないディスク 

び作成できることびあります。_ 

本機をコンピューターに接続しているときは、本機のヘッド 
ホン端子から音声は出力されません。 

0 S の設定を変更して、音声の出力先を変えます。 

Windows XP の場合 

[スタート]ボタンー[コント□ールパネル]一[パフオーマンスと 
六ンテナンス] 一 [システム]を開さ、[八ードウ ェア] タブの[デ 
バイスマネージャ]ボタンをク U ックして「デバイスマネージャ」 
ウィンドウを表示させます。 [ DVD / CD - ROM ドライブ]- 
[ SONYCD-RW MPD - AP 20 U USB Device ] をダブルクリック 
し、[プ□パティ]タブでにの CD - ROM デバイスで音楽 CD を使 
用巧能にする]チェックボックスをチェックずると、コンピュー 
夕一のスピーカーか 5 音楽を聞く ことびでさまず。 

Windows Me および Windows 2000の場合 

[スタート]ボタンー[設定]-[コント□ールパネル]-[システム] 

を開き、[デバイスマネージャ]タブを表示させます （Windows 2000 
の場合は、 [ A - ドウェア]タブで[デバイスマネージャ]ボタンをク 
リックして「デバイスマネージャ」ウィンドウを表示させます)。 
[ CD - ROM ] - rsONY CD-RW MPD - AP 20 U USB Device 」 をダ 
ブルク U ックし、[プ□パティ]タブで[この CD - ROM デバイスでデ 
ジタル音楽 CD を使用可能にする]チェックボックスをチェックする 
と、コンピューターのスピーカーか5音楽を聞くことびでをます。 
Windows 98 Second Edition の場合 
[スタート]ボタンー[設定]一[コント□-ルパネル]一[マルチメ 
ディア]を開き、度楽 CD ] タブで[この CD - ROM デバイスでデジ 
タル音楽 CD を使用可能にする]チェックボックスをチェックする 
と、コンピューターのスピーカーか日音楽を聞くことびでさます。 
Macintosh の場合 

本機にセットした音楽 CD の巧を音を Macintosh 本体のスピー 
力一で聞く ことはできません。 コンピューター上での音楽 CD の 
再生には、 Macintosh 本体に装備された CD - ROM ドライブや 
DVD - ROM ドライブのご使用をおすすがします。 
コンピューターによっては、スピーカーから音楽を聞くこと 
びできないものびあります。その場含は、本機に接続した 
へッ ドホンか5聞くことびでさます。 
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捆犬 

原因/対策 

止めたところか5演奏び始 
まる。（レジューム機能） 

-レジューム機能びはた5いています。ディスク内の1曲目か 
ら演奏を始めるには、リモコンの回転つまみを、 ►"/►►! 方 
向に演奏び始まるまで回したままにしてください。または本 
体のトップカバーをいったん開いてください。 

音楽ファイルび記録された 
ディスクを演奏中にディス 
クび回転していない。演奏 
は正常に聞こえる。 

- 本機は、消費電力を減5すためにディスクの回転び止まる仕 
様です。故障ではありません。 

本体のトップカバーを閉め 
るとディスクび回転する。 

- すばやく演奏び開始できるよラに、本機びディスクの情報を 
読み込んでいます。故障ではありません。 

コンピューター起動時に障 
害び出た0、ライティング 
ソフトウェアび正常に動作 
しない。 

ーパケットライト方式のライティングソフトウェアびインス 

I -ールされているコンピューターに、本機に付属のライティ 
ングソフトウェアをインス I -ールすると、正常に動作しない 
場合びあります。他のパケットライト方式のライティングソ 
フトウェアはあ5かじめアンインストールして<ださい。コ 
ンピューターによってはプ U インス!ルされている場合も 
ありますので、ご確認ください。 

付属(外のライティングソ 
フトウェアをインストール 
したび、動作しない。 

—ご使用のライティングソフトウェア、またはご使用のライ 
ティングソフトウェ 了の )(—ジョンび本機に対応していない 
場合びありまず。詳しくは、ご使用のライティングソフト 
ウェアの製造販売元にお問い合わせください。 

ソフトウェアが (ージョンのアップグレードサービスやダウン 
□ー ドサービスを利巧し、本機に対応できることびありまず。 

いままで正常に使用でさて 
いたが、ある時期か5動作 
び不安定になった。 

-何5かのアプ U ケーションをインス I -ールしたあとに動作び不 
安定になった場合は、そのアプリケーションを一度アンインス 
トールしてください。それで症状び回復した場合は、そのアプ 
リケーションの使用やインス I ルを控えてください。 

U モコンの表术窓に 「Batt 
NGJ と表示された。 

一内蔵バッテ U - の異常です。内蔵バッテ U —の交換は、「ソ 
ニーストレージコール」にご相談ください（裏表紙をご賣く 
ださい)。 

U モコンの表示窓に 「Hi 
Temp 」 と表示された。 

- 本機は動作温度の範囲内でご使用ください （68 ページ)。充 
電中に表おされた場合は、いったん電源か5抜き、しば5く 
してからつなぎなおして<ださい。 

バッテ U —で使用でをる時 
間び短い。内蔵バッテリー 
び充電されていない。 

- 低温環境では、バッテ U —を使巧でさる時間び短くなり 
ます。 

一内蔵バッテ U —の寿命の可能性びあります。巧蔵バッテリー 
の交換は、「ソニーストレージコール」にご相談<ださい（畫 
表紙をご覧ください)。 


66 



巧証書とアフター 
サービス 

保証書 

• この製品は保証書が添付されていますの 
で、お買い上げの際、お買い上げ店から 
お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確か 
めのラえ、大切に保をしてください。 
•保証期間は、お買い上げ曰より1年間 
です。 


ごま意 


保証およびユーザーサポートは、添付の保証書 
に記載された国または販売地域においてのみ有 
効です。 

アフターサービス 

保証期間中の修理は 

取扱説明書と保証書の記載内容に基いて修 
理させていたださます。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、 

ご要望により有料で修理させていたださ 
ます。 


部品の保有期間について 

当社では CD - RW / DVD - ROM ドライブ 
の補修用性能部品（製品の機能を維持す 
るために必要な部品）を、製造巧ち切り 
後最低6年間保有しています。この部品 
保有期間を修理可能の期間とさせていた 
だきます。保有期間が経過したあとを、 
故障箇所によっては修理可能の場合があ 
りますので、お買い上げ店か、修理窓口 
にご相談ください。 

修理のご依頼について 

本製品の修理をご依頼の際は、製品本体、 
および US 目ケーブル、 AC アダプターなど 
の付属品一式を、お買い上げ店やサービス 
窓口にご提供ください。 

• 本製品は持ち込み修理对象製品です。故 
障その他の理由でお買い上げ店やヴービ 
ス-相談窓口に製品をご提供いただく場 
合、受け付けまたはご返却に関わる配送 
費用、製品の取り付けや取り外し、接続 
調整などの諸費用はすべてお客様のご負 
担となります。 

• 本製品は、日本国内向け販売製品です。 
保証およびユーザーヴポートは日本国内 
においてのみ有効です。 


その他 
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主な仕様 


速度 

書を込み速度 

最大24倍速に D - R ) 
最大10倍速 ( CD - RW ) 
読み出し速度 
最大24倍速 （ CD - ROM ) 
最大8倍速 （ DVD - ROM ) 


ドライブ 


了ータ車の去レート 

最大:1080日 K バイト /S ( DVD-ROM 8倍速の） 

アクセス時間 

平均（ランダムスト□-ク）:160 ms 

リ最大データ転送レートは、コンピューターの性 
能によって異なります。 


バッファーアンダーランエラー防止機能 

Pniue い Bum" テクノ ロジ- 


ディスク 


レーザー 

使用可能なディスク 

CD 


CD-ROM 

DVD-ROM 

種類 

GH 0780 MA 6 CS 

CD-ROM XA 

DVD-Video 

波長 

780 nm 

Photo CD 

CD-DA 

出力 

200 mW (パルス) 

CD-RW 

CD-R 


100 mw [cm 

DVD + R 1) 

DVD + RW 1) 

DVD 


DVD - R 1) 

DVD - RW 1) 

種類 

GH 6 D 407 B 5 A 

ビデオ CD 

CD Extra ( CD +) 


GH 6 D 407 B 5 A 1 

CD TEXT 


波長 

650 nm 

ディスク径 12 cm 


出力 

6.3 mW 


8 cm ( CD - DA 読み出しのみ） 

読み出しのみ対応しています。書き込みに使用 
した機器やディスク、言受定によっては読み出し 
でさない場合びあります。 


擇境条件/巧巧環境 

動作温度 

5で〜35 °C 


書き这み方式 

トラックアットワンス 
ディスクアットワンス 
セッションアットワンス 
パケットライト 
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インター フェー ス 

ドライブインターフェース 

Hi-Speed USB (USB2 .日準拠）み 

の Hi-Speed USB 対応の付属 US 巨ケープルを使用 
してコンピューターと接続。 

バッファ容量 

8 M パ仆 

"メモリースティック"スロット 

書を込み速度 

最大1.日 M バイトが） 

読み出し速度 
最大 2.4 己 M バイトが） 

4) 最大書さ込み/読み出し速度は、コンピュー 
ターの性能や使用する ">< モ U —スティック"の 
種類によって異なります。 

電源 • その他 

電源 

外部電源ジャック定格 10V 
AC アダプター CAC-CRX20) 

定格入力 AC100 V-240 V 

消費電力 
約1日 W (充電中） 

約7.己 W (充電していないとき） 

大きさ 

約 136.4X22X159 mm (幅/高さ/奥行を） 

質量 

約320 g (本体のみ） 


本が内蔵バッテリー 

使用電池 

リチウムイオン蓄電池 

巧電時間 

約4時間巧’の 

持続時間 

音楽 CD 連続再生約4時間の 

MP3 CD 連続再生約1日時間の 

DVD ビデオ 連続再生約1 .5 時間の 

CD-R 連続書さ込み約9枚の 

CD-RW 連続書き込み約8枚の 

の完全に放電された状態からの充電時間（ドライブ 
周囲の温度び23 °C の場合）の目安です。 

の実際の充電時間および再生時間は、周囲の湿度、 
使用条件やディスクの状態によって異なります。 

の書き込み枚数は、6己日 M バイトのディスクに 
480 Mbps の転送レートで、最適な速度で書さ 
込みを行った場合です。ただし、実際の枚数 
は、コンピューターの性能やディスクの品質、 
内蔵ノ くッテ U —の充電状態により異なります。 

クレード J レ 

電源 

外部電源ジャック定格 10V 
AC アダプター CAC-CRX20) 

定格入力 AC100 V-240 V 

使用でさる電池（別売り）が 
充電式単3形ニッケル水素電池 （NiMH) 巧 
充電式単3形二カド電池 （N に d) 9) 

大きさ 

約 132.3x43.5x158.5 mm (幅/高さ/奥行き） 
質量 

約 160g (クレードルのみ） 

の乾電池はご使用になれません。 

のクレードルは巧電器としてはご使用になれま 
せん。 

仕様およびが観は、改良のため予告な<変更するこ 
とびありますび、ご了承ください。 


その他 
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製品サポートの 
ご案内 


本機の使いかたに関するご相談、本体や付 
属ソフトウェアに関する技術的なご質問、 
故障に関するお問い合わせなど、お電話で 
ご相談になる前に、政下で提供している情 
報をご確認ください。 

• ユーヴーヴポートホー ムぺ ージ 

http :// www . sony . co . jp / sonystorage / 
• 故障かな？と思ったら 
本書62ページ 

• 付属のソフトウェアについて 

ソフトウェアの製造および販売元のホー 
ムページでご案内しています。 

それでちご不明な場合、し^下の相談窓口に 
お問いをわせください。また、動作の不具 
合や故障に関するご相談の場合は、次のこ 
とをお知らせください。 

• 型名： MPD - AP 20 U 
• 製造番号 

• 製品の購入年月曰-ご購入店名 
• ご使用のコンピューターメーカー’型番 
• コンピューターの仕様 （ CPU 速度、； 

モ U —容量など） 

• ご使用のライティングソフトウェア 
• 不具を時の状態：でさるだけ詳し< 

製品ご使用当初は問題がなかったか、最 
初からラま<動かなかったか、など 
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本ドライブの使いかたに関するご相 
談、本体や付属ソフトウェアに関する 
技術的なご質問、故障に関するお問い 
合わせなどは、本書の r 製品サポートの 
ご案刚をご覧になった上で、政下にご 
連絡ください。 


ソニーストレージコール 


TEL : 0475-58-0931 

受付時間 

月〜金（祝日を除く） 
10:00か518:00 

http://www.sony.co.jp/ 

Printed in Malaysia 














